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白
　
石
　
市
　
長

関

谷
　
宗

市
制
三
十
年
を
迎
え

　
今
年
で
、
本
市
が
市
制
三
十
年
を

迎
え
た
こ
と
は
、
市
民
一
同
と
と
も

に
私
の
も
っ
と
も
喜
び
と
す
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
、
一
町
六
ケ
村
が
大
同
合
併
し
、

市
制
を
施
行
し
て
以
来
三
十
年
、
こ

の
間
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
な

ど
に
よ
る
過
疎
化
現
象
を
呈
し
た
時

期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね
人

口
四
万
一
千
台
を
維
持
し
な
が
ら
、

調
和
と
均
衡
の
と
れ
た
都
市
づ
く
り

を
目
指
し
、
市
民
と
も
ど
も
都
市
基
盤

の
整
備
促
進
、
産
業
の
振
興
、
生
活
環

境
の
改
善
、
社
会
福
祉
及
び
教
育
文

化
の
向
上
の
た
め
に
渾
身
の
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
四
万
二
千
三
百

余
を
数
え
、
市
内
の
主
要
道
路
は
も

と
よ
り
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
の

道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、

公
営
住
宅
の
建
設
、
上
水
道
区
域
の

拡
大
、
し
尿
ご
み
処
理
体
制
の
確
立

F贋　　　、｛、、

強
化
等
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

の
整
備
が
着
々
と
進
み
ま
し
た
。
ま

た
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
の
場
と
し
て
の
保
育
園
、
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
等
の
施
設
、
設
備

の
整
備
促
進
を
強
力
に
推
進
す
る

一
方
、
地
場
産
業
の
振
興
、
優
良
企

業
の
誘
致
等
に
よ
っ
て
小
都
市
な
が

ら
均
衡
あ
る
発
展
を
と
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
先
輩
市
長
の
優
れ
た

政
治
力
、
こ
れ
を
支
え
援
け
た
議
会

関
係
者
の
理
解
と
協
力
、
市
民
の
勤

勉
に
し
て
真
摯
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

情
熱
の
結
晶
で
あ
り
成
果
で
あ
っ
た

と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
の
ご
と
く
白
石
市
は
、
仙

南
地
域
に
お
け
る
中
心
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
発
展
を
期
す
べ
く
昭
和
五
十

三
年
に
、
白
石
市
新
総
合
計
画
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
実
施
計
画
を
作
成

し
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

一

か
し
、
近
年
国
家
財
政
の
危
機
的
様

相
を
反
映
し
、
当
市
財
政
も
年
を
お

っ
て
逼
迫
の
度
を
加
え
、
計
画
さ
れ

た
事
業
の
一
部
が
繰
り
延
べ
の
や
む

な
き
に
い
た
る
な
ど
、
は
な
は
だ
残

念
な
事
態
も
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
一
旦
計
画
し
た
事
業
、
特
に
市
民

生
活
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
事
業
は
必
ず
実
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
難
は
深
刻
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
各
位
の
英
知

と
絶
大
な
る
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
個
性
あ
る
豊
か
な
都
市
づ
く
り

の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
制
三
十
年
を
契
機
に
、

市
勢
の
飛
躍
的
進
展
の
た
め
、
市
民

の
総
力
を
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
て
、
は

な
は
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

記
念
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

白
石
市
議
会
議
長

市
制
三
十
年

4￥に

室思

　
白
石
市
制
施
行
三
十
年
記
念
に
あ
　
　
こ
の
人
口
構
造
の
変
化
の
理
由
と

た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
、
一
言
ご
　
し
て
、
農
業
基
盤
整
備
の
立
遅
れ
、

あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
こ
と
は
誠
　
思
う
に
ま
か
せ
な
い
企
業
誘
致
に
よ

に
光
栄
で
あ
り
、
四
万
二
千
市
民
　
る
雇
用
問
題
、
商
業
・
観
光
等
の
サ

の
皆
さ
ま
と
共
に
お
慶
び
に
た
え
　
ー
ビ
ス
業
の
停
滞
が
あ
げ
ら
れ
る
と

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
ま
す
。

　
わ
が
白
石
市
は
、
宮
城
県
の
玄
関
　
　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
施
策
と

口
と
し
て
古
く
か
ら
固
有
の
歴
史
を
　
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
に
市
の
新
総

も
つ
由
緒
あ
る
市
で
あ
り
、
名
実
共
　
合
計
画
が
立
て
ら
れ
、
停
滞
し
て
い

に
仙
南
の
中
心
都
市
と
し
て
大
き
く
　
る
経
済
環
境
改
善
と
、
あ
わ
せ
て
都

羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
市
づ
く
り
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
た

　
さ
る
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
、
一
　
新
し
い
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
六
ケ
村
が
合
併
し
市
制
を
施
行
、
　
　
新
幹
線
臼
石
蔵
王
駅
の
開
業
、
東

さ
ら
に
、
小
原
村
を
合
併
し
県
下
一
　
北
日
通
工
の
誘
致
は
、
活
力
あ
る
白

の
広
い
面
積
を
有
す
る
白
石
市
が
誕
　
石
市
の
発
展
を
目
指
す
う
え
で
大
い

生
し
た
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
　
に
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
も
本
年
八
月
現
在
で
、
四
万
二

　
以
来
、
三
十
年
の
歩
み
は
、
多
く
　
千
三
百
八
十
二
人
と
微
増
の
傾
向
に

の
難
題
を
解
決
す
る
道
で
も
あ
り
ま
　
あ
り
都
市
の
活
力
を
知
る
バ
ロ
メ
ー

し
た
。
合
併
当
時
、
四
万
六
千
六
百
　
タ
ー
と
し
て
、
大
い
に
発
展
が
期
待

七
十
人
の
人
口
は
、
そ
の
後
、
減
少
　
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
五
十
年
に
　
　
こ
れ
か
ら
の
当
市
に
と
っ
て
、
新

は
、
四
万
八
百
六
十
二
人
ま
で
の
落
　
た
な
観
光
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
、
　
　
　
　
　
り
“
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
”
を
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一

推
し
進
め
る
う
え
で
、
住
民
参
加
に

よ
る
創
意
工
夫
の
行
政
も
大
事
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
自
石
蔵
王
駅
と
国
道
四

号
線
を
結
ぶ
、
森
合
雁
狩
橋
線
の
早

期
完
成
、
駅
周
辺
と
在
来
駅
を
結
ぶ

交
通
網
の
整
備
、
蔵
王
山
麓
に
建
設

さ
れ
る
青
少
年
野
外
活
動
施
設
や
工

場
の
誘
致
、
下
水
道
事
業
の
整
備
促

進
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
財
政
事
情
等
に
よ
る
種
々
の

困
難
が
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

白
石
市
が
今
後
、
更
に
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
せ
る
“
健
康
で
豊
か
な
都
市

づ
く
り
”
に
今
後
と
も
全
力
を
挙
げ

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
燵
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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■市の歴代三役

（1）市長

在職年数

22年5ケ月

4　　年

在職中

就任年月日

日召29．5．12

昭51．11．14

昭55．11．14

氏　名

麻生寛道
鈴木孝一郎

関谷宗一

代

1～6

7

8

在職年数

22年4ケ月

在職中

就任年月日

日召30．6．1

日召52．1．22

役

氏名
阿部末吉

（2）助

代

1～6

亨橋高7～8

（3）収入役

在職年数

20年5ケ月

2年3ケ月

在職中

就任年月日

日召30．5．13

日召51。1．1

日召53．5．5

氏　名

管野長蔵
斎藤皆五郎

半沢嘉一

代

1～5

6

7～8

関
谷
　
宗
一

　　白石市民憲章
雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい臼石を　つくります

　文化を高め美しい心をそだてます

　健康で　あたたかい家庭を　きずきます

　仕事にはげみ　豊かな郷士を　つくります

　きまりを守り　明るい社会を　きすきます

■歴代議長

退任年月日

日召30，3．31

日召34，3．31

日召38．3．31

日召41．9．26

日召42．4．29

目召42．8．8

日召46．4．29

日召48．3．22

日召49．4．29

日召50．4．29

日召54．4．29

日召58．4．29

在　職　中

6

就任年月日

日召29．4．14

日召30．4．12

日召34．4．7

日召38，5．20

日召41．10．3

日召42．5．16

日召42．9．18

日召46．5．17

日召48．3．22

日召49．5．21

日召50．5．15

日召54．5．7

日召58．5．12

氏　名
上杉喜書三郎

太宰虎太郎

太宰虎太郎

庄司猛太郎
飯沼　吉右工門

阿部燭尾
保科善久
山田活吉
黒沢　登
大野彦七郎

遠藤倉雄
斎　彦一
小室欣一

代順

初代
・二代

三代

四代

五代

六代

七代

八代

九代

十代
十一代

十二代

代三十

■歴代副議長

退f壬年月日

日召30．3．31

日召34．3．31

日召38．3．31

日召42．4．29

昭46，4．29

日召50．4．29

昭54．4．29

日召58．4．29

在　職　中

就任年月日

日召29，4．14

日召30．4．12

日召34．4．7

日召38．5．20

日召42．5．16

昭46．5．17

日召50．5．15

日召54．5．7

日召58．5．12

氏　名

松田成一
阿部輝尾
阿部輝尾
保科善久
斎　彦一
斎　彦一
矢ノ目八蔵

橋本徳四郎

吉見三代治

代

初代

二代

三代

四代

五代

六代

七代

八代

九代

白
石
町
制
施
行

　
　
　
　
　
最
初
の
予
算
書
を
み
る

　
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
四

月
、
初
め
て
近
代
的
な
市
制
・
町
村

制
が
施
行
さ
れ
た
。
旧
白
石
町
と
福

岡
・
自
川
・
大
鷹
沢
・
大
平
・
斎
川

・
越
河
・
小
原
の
七
力
村
が
い
ま
の

市
域
に
成
立
を
み
た
。
最
近
、
発
見

さ
れ
た
「
明
治
二
十
二
年
度
白
石
町

歳
出
入
予
算
表
」
（
紺
野
良
輔
氏
蔵
）

で
、
九
四
年
前
の
臼
石
が
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
か
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
新
町
制
は
四
月
発
足
の
た
め
、
新

年
度
予
算
は
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
十
↓
ヵ
月
で
組
ま
れ
て
い
る
。

　
歳
入
は
経
常
費
（
九
九
％
）
と
臨

時
費
（
］
％
）
か
ら
成
り
、
総
額
四

風
　
間
　
観
　
静

千
五
百
二
十
五
円
（
銭
以
下
省
略
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
内
訳
は
次
の
通
り
。

4
手
数
料
　
四
十
三
円
。
所
得
税
や

　
営
業
税
な
ど
町
が
国
税
を
徴
収
す

　
る
際
の
一
定
の
手
数
料
収
入
。

⑫
雑
収
入
　
九
百
七
円
。
小
学
校
授

　
業
料
や
不
用
品
払
下
げ
金
な
ど
。

唱
前
年
度
繰
越
金
　
百
九
十
六
円
。

　
旧
白
石
本
郷
か
ら
引
き
継
い
だ
も

　
の
。

q
町
税
　
三
千
三
百
七
十
九
円
。
地

　
租
、
営
業
割
、
戸
数
割
な
ど
で
全

　
収
入
の
七
四
・
六
％
に
当
る
。
現

　
在
の
市
税
収
入
が
全
体
に
占
め
る

　
比
率
二
十
五
・
六
％
と
比
較
す
る

　白石市財政
市政以来歳出決算額一覧

㈱

（単位：干円1

242，467

288．125

617．572

1，181．064

3，745．994

7，299。ア81

8．781．577

29

35

40

45

50
　
　
5
5

57

と
、
ず
っ
と
昔
は
健
全
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
次
に
歳
出
予
算
は
ど
う
か
。
経
常

歳
出
は
、
四
千
四
百
四
円
へ
九
七
・

三
％
）
。
臨
時
歳
出
は
百
二
十
一
円
（
二

・
七
％
）
で
合
計
四
千
五
百
二
十
五

円
。
臨
時
歳
出
は
避
病
院
隔
離
舎

（
伝
染
病
患
者
収
容
所
）
の
借
入
料

が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
歳
出
の
経
常
費
は
以
下
の
通
り
。

1
役
場
費
　
千
四
百
六
十
円
。
内
容

　
は
④
収
入
役
（
月
額
八
円
）
以
下
、

　
役
場
吏
員
の
給
料
（
書
記
な
ど
総

　
数
八
人
）
。
◎
雑
費
で
報
酬
、
旅
費
、

　
実
費
弁
償
費
な
ど
。
㊦
需
用
費
で

　
備
品
、
消
耗
品
、
賄
料
な
ど
。
e

　
修
繕
費
の
概
ね
四
項
目
と
な
っ
て

　
い
る
。
現
在
と
変
っ
て
い
る
の
は

　
町
長
と
助
役
に
は
報
酬
で
支
給
さ

　
れ
、
町
長
年
額
百
六
十
五
円
、
助

　
役
は
八
十
八
円
で
あ
っ
た
。
月
額

　
で
計
算
す
る
と
三
役
で
も
、
町
長

　
が
他
の
二
役
の
倍
近
く
も
ら
っ
て

　
い
る
点
が
今
と
違
う
。

⑫
会
議
費
　
百
二
十
二
円
。
町
議
会

　
関
係
の
費
用
で
、
町
議
会
は
一
カ

　
月
二
日
平
均
、
議
員
の
実
費
弁
償

　
は
一
日
二
十
五
銭
。
そ
の
他
、
印

　
刷
、
消
耗
品
、
書
記
給
料
な
ど
だ

　
っ
た
。
議
員
の
旅
費
は
計
上
さ
れ

　
て
い
な
い
か
ら
、
出
張
は
無
か
っ

　
た
ら
し
い
。

弓
土
木
費
　
四
百
七
十
四
円
。
道
路

　
建
設
と
修
繕
の
工
事
費
。
橋
梁
架

　
設
と
修
繕
費
。
堤
防
費
。
樋
管
費

　
と
い
っ
て
用
水
堀
や
通
水
路
の
補

　
修
管
理
代
。
水
門
費
は
水
門
の
ご

　
み
除
け
、
水
門
の
つ
け
替
工
事
費

　
な
ど
。
河
溝
費
は
蔵
本
大
堰
や
館

　
堀
、
沢
端
川
の
湊
せ
つ
費
な
ど
で

　
あ
っ
た
。

確
教
育
費
　
千
七
百
八
十
九
円
。
こ

　
れ
は
最
大
予
算
で
、
高
等
小
学
校

　
及
び
尋
常
小
学
校
関
係
の
給
料
、

　
旅
費
、
生
徒
奨
励
費
、
備
品
、
消

　
耗
品
代
、
各
種
修
理
費
で
あ
る
。

　
当
時
の
白
石
小
学
校
は
高
等
科
と

　
尋
常
科
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、
校

　
長
は
兼
務
で
給
料
月
額
三
十
五
円
。

　
町
の
三
役
よ
り
ず
っ
と
高
か
っ
た
。

　
教
員
は
八
人
で
平
均
一
人
八
円
ほ

　
ど
。
生
徒
奨
励
費
は
卒
業
式
と
運

　
動
会
の
と
き
の
賞
品
、
賞
状
代
。

　
生
徒
十
人
に
一
人
当
て
で
計
上
し

　
て
あ
る
か
ら
相
当
多
数
の
生
徒
が

　
賞
を
も
ら
っ
た
筈
で
あ
る
。

6
衛
生
費
　
三
十
九
円
。
薬
品
代
、

　
寝
具
代
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
伝
染

　
病
対
策
費
で
も
あ
っ
た
か
。

喝
警
備
費
　
三
十
円
。
消
防
夫
手
当
、

　
ポ
ン
プ
修
理
代
、
－
郷
倉
（
鱗
饒
に

　
備
え
て
貯
え
る
穀
物
倉
）
の
番
人

　
手
当
な
ど
で
あ
る
。

ヴ
勧
業
費
　
百
六
十
七
円
。
い
ま
の

　
商
工
、
農
林
関
係
費
の
こ
と
。
し

　
か
し
内
容
は
獣
医
育
成
補
助
、
養

　
蚕
改
良
奨
励
費
が
大
部
分
。
養
蚕

　
の
奨
励
と
家
畜
（
牛
馬
）
の
保
護

　
は
大
切
な
産
業
対
策
だ
っ
た
。
し

　
か
し
当
時
は
農
家
や
商
工
業
者
に

　
直
接
の
補
助
対
策
は
ま
っ
た
く
し

　
て
い
な
い
。

㊧
町
村
公
債
費
　
二
百
九
十
八
円
。

　
各
種
借
用
金
の
返
済
分
で
、
従
前

　
の
町
の
債
権
償
還
に
当
て
た
ら
し

0
予
備
費
　
二
十
五
円
。

　
残
念
な
が
ら
同
年
の
他
の
村
々
の

記
録
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
翌
二

十
三
年
の
福
岡
村
と
白
川
村
の
予
算

記
録
は
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
福
岡
は
約
一
一
千
四
百
九
十
円
、
白

川
村
は
八
百
七
十
五
円
の
規
模
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
推
計
す
る
と

村
分
の
合
計
額
は
一
万
一
千
七
百
七

十
円
、
こ
れ
に
自
石
町
分
を
加
え
る

と
一
万
六
千
五
百
円
に
な
り
、
こ
れ

が
当
時
の
一
町
七
力
村
の
総
予
算
で

あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
度
白
石
市
当

初
予
算
額
は
七
十
一
億
六
千
三
百
万

円
だ
か
ら
四
十
四
万
七
千
六
百
倍
に

ふ
く
れ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
と
今

の
米
価
で
は
一
万
八
千
倍
、
大
工
手

間
で
四
万
三
千
倍
だ
か
ら
、
自
治
体

予
算
の
倍
率
は
す
さ
ま
じ
い
。
ご
く

大
ざ
っ
ぱ
な
計
算
と
い
い
な
が
ら
、

市
制
三
十
年
を
迎
え
た
白
石
市
が
財

政
的
に
大
発
展
を
し
た
様
子
が
明
白

に
わ
か
り
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

7
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市
制
施
行
三
十
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
市
制
施
行
三
十
年
記
念
式
典
が
、

去
る
十
一
月
一
一
日
市
民
会
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
札
幌
市
長
、
登
別
市
長
、
地

元
仙
台
市
長
な
ど
の
ご
臨
席
の
も

市
制
施
行
三
十
年
記
念

　
　
　
市
政
功
労
者

細黒大日筥
田澤野下

徳
力

豊
二
　
（
前
市
医
師
会
長
）

宗
二
郎
（
市
監
査
委
員
）

彦
七
郎
（
元
市
議
会
議
長
）

　
登
　
（
元
市
議
会
議
長
）

栄
郎
　
（
市
陸
上
競
技
協

　
　
会
長
）

紀
子
　
（
白
石
刈
田
更
生

　
　
保
護
婦
人
会
長
）

自
治
功
労
者

　
（
特
別
表
彰
）

　
　
遠
藤
雄
三
（
前
県
議
会
議
員
）
、
山

旺
谷
宗
吉
（
現
市
議
会
議
員
）
、
高
子
太

　
惣
（
白
石
財
産
区
議
会
議
員
）
、
佐
藤

…
内
蔵
雄
（
越
河
財
産
区
議
会
議
員
）
、

、
角
張
新
一
郎
（
大
鷹
沢
財
産
区
議
会

，
議
員
）
、
岩
松
作
雄
（
小
原
財
産
区
議

－
会
議
員
）
、
山
谷
康
（
福
岡
財
産
区
議

と
各
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
、
市
制
施
行
三
十
年

記
念
功
労
者
六
名
、
市
表
彰
条
例

に
基
づ
く
表
彰
者
百
八
名
（
特
別

会
議
員
）自

治
功
労
者

　
（
『
般
表
彰
）

　
大
槻
慶
治
郎
（
市
議
会
議
員
）
、
松

本
正
男
（
市
議
会
議
員
）
、
半
澤
良
吾

（
市
議
会
議
員
）
、
高
橋
吉
之
（
小
原

財
産
区
議
会
議
員
）
、
佐
藤
政
夫
（
福

岡
財
産
区
議
会
議
員
）
、
大
場
忠
輔

（
小
下
倉
行
政
区
長
）
、
相
原
武
雄
（
白

川
四
区
行
政
区
長
）
、
故
・
佐
久
間
幸

男
（
前
越
河
七
区
行
政
区
長
）

納
税
功
労
者

　
　
　
（
団
体
）

　
羽
山
納
税
貯
蓄
組
合
（
白
川
）
、
第

六
区
上
組
納
税
貯
蓄
組
合
（
越
河
）
、

坂
谷
東
納
税
貯
蓄
組
合
（
大
平
）
、
斎

川
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
、
追
ノ
倉
納

税
貯
蓄
組
合
（
小
原
）
、
山
ノ
下
第
一

　
　
　
　
い
ま
す

自
治
功
労
者
市
職
員
含
む
）
の
方
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

々
で
す
。
表
彰
さ
れ
ま
し
た
み
な
｝

さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
一

げ
、
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
（
福
岡
）
、
大
鷹
沢
第

二
区
納
税
貯
蓄
組
合
、
東
益
岡
納
税

貯
蓄
組
合
。産

業
功
労
者

　
佐
藤
｝
二
（
市
養
蚕
農
協
副
組
合

長
）
、
大
浦
吉
見
（
小
原
和
牛
部
会
会

長
）
、
高
橋
一
男
（
市
深
谷
牧
野
農
協

組
合
長
）
、
高
橋
亮
（
大
鷹
沢
た
ば
こ

耕
作
組
合
組
合
長
）
、
鹿
又
喜
男
（
福

岡
土
地
改
良
区
理
事
長
）
、
長
谷
川
新

吉
（
㈱
八
百
新
取
締
役
）
、
日
下
俊
雄

（
㈲
吉
見
製
麺
所
工
場
長
）
、
高
橋
傳

（
白
石
興
産
㈱
専
務
取
締
役
）
星
正

夫
（
㈱
北
斗
食
品
専
務
取
締
役
）
、
四

竈
栄
子
（
㈱
旅
館
か
つ
ら
や
代
表
取

締
役
）
、
渡
辺
正
雄
（
白
石
こ
け
し
業

協
同
組
合
理
事
）
、
猪
狩
勝
彦
（
遠
刈

田
系
こ
け
し
木
地
玩
具
製
造
業
）
、
菅

野
得
志
（
市
商
店
会
連
合
会
理
事
）
、

斎
藤
和
（
小
原
商
業
組
合
長
）
、
小
林

新
助
（
㈱
白
石
物
産
商
事
取
締
役
社

長
）

教
育
文
化
功
労
者

　
佐
藤
昇
（
市
体
育
指
導
委
員
）
、
鈴

木
康
弘
（
市
体
育
協
会
理
事
）
、
川
股

兵
三
（
市
図
書
館
協
議
会
委
員
）
、
堀

内
美
代
子
（
市
図
書
館
協
議
会
委
員
）
、

桂
山
信
一
（
市
斎
川
公
民
館
長
）
、
引

地
玄
二
（
白
石
中
学
校
校
医
）
、
武
田

直
良
（
深
谷
小
学
校
校
医
）
、
佐
藤
雄

三
（
臼
川
中
学
校
校
医
）
、
佐
藤
壽

（
自
川
小
学
校
校
医
）
伊
藤
陽
子
（
白

石
第
］
小
学
校
薬
剤
師
）
、
渡
辺
幸
治

（
公
認
会
計
士
）
、
中
川
常
磐
（
蔵
王

ス
キ
ー
協
会
理
事
長
）
、
白
石
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
。

公
安
消
防
功
労

　
本
郷
第
四
防
犯
実
働
隊
、
斎
藤
好

（
白
石
交
通
安
全
協
会
企
画
広
報
部

長
）
、
宮
崎
昭
吾
（
市
交
通
指
導
隊
副

隊
長
）
、
半
田
明
（
市
消
防
団
白
石
分

団
員
）
、
佐
藤
春
雄
（
市
消
防
団
福
岡

分
団
員
）
、
半
澤
貢
（
市
消
防
団
自
石

分
団
員
）
、
小
熊
源
平
（
市
消
防
団
自

川
分
団
長
）
、
佐
藤
勇
二
（
市
消
防
団

白
川
分
団
班
長
〉
、
高
子
悦
治
（
市
消

防
団
白
石
分
団
班
長
）
、
畑
中
一
男

（
市
消
防
団
斎
川
分
団
部
長
）
、
鈴
木

好
郎
（
市
消
防
団
福
岡
分
団
班
長
）
、

千
葉
一
夫

長
）

（
市
消
防
団
福
岡
分
団
班

社
会
事
業
功
労
者

　
小
室
利
夫
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、

柳
田
初
男
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
平

間
勝
郎
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
岩
渕

か
め
よ
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
半
澤

幸
蔵
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
日
下
満

雄
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
半
澤
か
づ

子
（
市
民
生
児
童
委
員
）
、
風
問
圓
静

（
保
護
司
）
、
斎
藤
き
く
み
（
白
石
刈

田
地
区
更
生
保
護
婦
人
協
議
会
理

事
）
、
鈴
木
ト
ミ
（
白
石
刈
田
地
区
更

生
保
護
婦
人
協
議
会
理
事
）

篤
　
　
行
　
　
者

　白

石
建
設
職
青
年
会
、
白
石
市
立

小
原
小
学
校
父
母
教
師
会
、
日
下
賢

一
、
鈴
木
貞
。
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昭
和
五
十
八
年
度

教
育
功
績
者
表
彰

　十］月

五
日
、
市
役
所
大
会
議
室

で
、
教
育
功
績
者
六
名
と
感
謝
状
贈

呈
者
十
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
功
績
者

　
中
幡
操
（
市
社
会
教
育
委
員
）
、
清

原
剛
雄
（
市
文
化
財
保
護
委
員
会
委

員
）
、
麻
生
靖
子
（
市
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
〉
、
鈴
木
良
二
（
市
図
書
館

協
議
会
委
員
）
、
鈴
木
智
恵
子
（
市
図

書
館
協
議
会
委
員
）
、
菊
地
常
夫
（
㈲

白
石
電
設
代
表
取
締
役
社
長
）
。

白石市の人口
（単位：人〕

女23，557

　　　　　　総人ロ45．46フ

　　　　　男21。910

23．002　　　20．909

43．911

21．870　　　20．058

41．928

21．392　　　19，494

40．886

21．185　　　　19．677

40．862

21．325　　　19．950

41．275

21．564　　　20．607

感
　
　
謝
　
　
状

42．171

ぎ
ー
一
一
…
…
一
三
…
曽
＝
二
…
＝
二
≡
三
一
一
一
＝
騨
…
P
－
…
…
一
一
…
一
＝
…
一
…
≡
”
…
≡
…
…
；
一
…
＝
…
≦
一
三
＝
…
…
一
一
…
…
…

　
白
石
南
リ
ー
グ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
、
白
石
市
立
大
鷹
沢
中
学
校
父

母
教
師
会
、
自
石
ス
タ
デ
ィ
ク
ラ
ブ
、

自
南
通
信
㈱
、
自
石
市
第
二
幼
稚
園

保
護
者
会
、
越
河
建
友
会
、
佐
藤
舵

美
男
、
春
山
達
｝
、
真
柄
光
喜
、
四

竈
栄
子
。

恒

襲
．

、
、
」

“
自
ま

　
嵐
茎

．

肇
蚕ぱ”

磐
・
，
。

　
　
｝

　　壕

　き

ヒ

ポ

＼y
盆嚢蓼

　
噺
　

　
白
石
市
最
高
齢
者

　
　
　
　
　
村
上
　
と
く
さ
ん

　
白
石
市
斎
川
字
亀
田
十
番
地

　
（
明
治
十
二
年
三
月
十
四
日
生
）

　
斎
川
に
住
む
村
上
と
く
さ
ん
は
、

今
年
で
満
百
四
歳
を
迎
え
、
市
民
最

高
齢
者
で
す
。
ふ
だ
ん
暖
か
い
日
は
、

日
な
た
に
よ
く
出
た
り
、
毎
日
好
き
な

み
か
ん
の
缶
詰
め
を
一
缶
食
べ
、
三

食
の
う
ち
昼
は
、
う
ど
ん
を
食
べ
る

な
ど
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
日
課
で
は
、
風
呂
炊
き
を
受
け
持

つ
な
ど
一
役
す
る
お
元
気
な
姿
も
！

　
い
つ
ま
で
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

F
冒
冒
一
一
…
一
曽
．
一
一
…
一
冒
．
”
…
一
一
二
…
．
．
1
1
…
一
－
一
一
…
「
冒
一
一
…
一
一
．
二
一
一
＝
一
．
噂
二
…
＝
』
…
一
一
．
二
一
…
－
一
．
…
一
＝
．
一
『
二
…
一
．

二
…
一
一
”
）
一
…
一
．
7
一
一
一
一
＝
．
．
．
．
一
…
一
冒
冒
－
一
…
曽
冒
二
…
．
ー
二
…
一
』
冒
一
…
曽
－
一
…
一
二
一
…
一
二
…
一
一
一
…
三
一
＝
…
一
…
一
…
一
…
…
二
一
一
…
…
＝
一
…
一
』
一
…
…
一
＝
一
…
一
…
一
…
…
三
一
一
一
…
＝
…
…
冒
三
…
一
笏
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調印式盛大に両市の契り結ぶ登別市

　
十
月
二
十
六
日
、
自
石
市
と
登
別
市
の
姉
妹
都
市
盟
約
調

印
式
が
中
央
公
民
館
で
、
関
谷
宗
一
白
石
市
長
、
中
浜
元
三

郎
登
別
市
長
等
両
市
関
係
者
が
出
席
し
て
式
典
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
両
市
の
ゆ
か
り
は
、

明
治
二
年
、
仙
台
藩
自
石
城
主
の
片
倉
一
門
が
、
当
時
の
幌

別
村
に
初
め
て
入
植
す
る
な
ど
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
思
い

で
開
拓
し
た
経
過
か
ら
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
印
は
、
当
白
石
市
が
市
制
施
行
三
十
年
を
迎
え

る
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
姉
妹
都
市
の
縁
組
を
結
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、
高
橋
亨
白
石
市
助
役
の
経

過
報
告
の
あ
と
、
小
室
欣
一
白
石
市
議
会
議
長
、
室
久
吉
登

別
市
議
会
議
長
立
ち
合
い
の
も
と
両
市
長
が
盟
約
書
に
サ
イ

ン
を
し
て
締
結
文
書
を
交
換
し
ま
し
た
。
締
結
後
、
両
市
長

に
よ
る
「
交
流
と
親
善
を
深
め
、
両
市
発
展
の
た
め
力
を
合

わ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
市
木
の
交
換
、
記
念
講

演
、
祝
賀
会
を
開
い
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

盟約書文写

　　姉妹都市盟約書

相互に産業白石市と登別市とは

福祉の交流と親善教育文化経済

両市民の福祉増進と市勢発を深め

にここ展を図ることを目的として

姉妹都市提携の盟約を締結する

昭和58年10月26日

團
　
團

宗

郎三元

谷
　
浜

白石市長関

登別市長中

10

交流の経過

明・2・12　片倉景範（藩主邦憲の代理として）幌別郡に入る。

明．3．6　片倉邦憲以下21戸入植。

明，4．4　片倉家臣45戸入植。

明．20．　　片倉景光幌別郡に入る。

昭．42．1　登別町長岩倉誠一以下市史編さん委員臼石市訪問。片倉家を囲んで

　　　　　　座談会開催。

昭・55．8　臼石青年会議所（J　C）が、登別青年会議所（J　C）訪問。

昭・56・1　登別J　C総合企画委員会内に姉妹J　C検討委員会設置。

昭・56・5　教育次長及び郷土資料館専門委員臼石市訪問。

昭．56・8　白石市長一行44名、オープン前の郷土資料館見学。

昭・56．9　片倉忠光・関谷宗二夫妻郷土資料館開館式に出席。

昭・56・9　登別市在住旧白石藩出身者で、臼石刈田会結成。

昭．56，9　市長・総務課長白石市を訪問。

　　　　　　登別市議会社会党議員団と臼石市長、片倉家を訪問。

昭．56，10　臼石J　C理事長以下IO名が、登別J　C訪問。姉妹J　C提携について

　　　　　　打合せ。

昭．57．1　登別J　C総会にて、自石J　Cとの姉妹J　C提携議決。

昭．57．3　登別J　C理事長以下5名自石J　C訪問、

昭．57．5　総務部長・総務課長白石市訪問。

昭．57，5　臼石J　C登別J　C訪問、姉妹青年会議所盟約

昭．57、5　自石市土地開発公社一行登別市訪問。

昭，57，7　登婦連一行7名白石市表敬訪問

昭・57．11　登別市職員等20余名が行政視祭のため来白。

昭・58．3　登別市史編さん委員3名来臼、白石市を中心に七ケ宿町、蔵王町等

　　　　　　を現地調査。

昭．58．3　登別市シニアスカウト来白。

白石市10月26日姉妹都市提携

名
湯
登
別
温
泉
を
有
す
る
街
登
別
市

●
登
別
市
紹
介

　
明
治
二
年
．
、
自
石
城
主
の
片
倉
一
門
が
登

別
に
入
植
し
て
以
来
、
風
雪
百
余
年
。
昭
和

四
十
五
年
に
登
別
市
と
し
て
、
道
内
三
十
番

目
に
市
制
を
施
行
。
人
口
五
万
九
千
二
百
人

（
昭
和
五
十
八
年
六
月
末
現
在
）
を
擁
す
る
、

道
内
三
十
二
市
中
、
十
三
位
に
位
置
す
る
中

堅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　
登
別
市
は
、
北
海
道
西
南
部
に
位
置
し
、

面
積
二
百
十
三
・
六
〇
㎡
で
、
名
湯
登
別
温

泉
を
有
す
る
た
め
、
ま
ち
全
体
が
温
泉
街
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。
市
の
北
は

高
く
、
南
は
低
く
、
火
山
地
帯
、
台
地
、
平

野
の
三
地
帯
に
わ
か
れ
、
東
南
は
太
平
洋
に

面
し
、
鷲
別
岬
と
富
浦
岬
を
除
く
海
岸
線
は

ほ
と
ん
ど
一
直
線
を
な
し
て
い
ま
す
。
東
北

は
臨
海
温
泉
、
ク
ッ
タ
ラ
湖
な
ど
白
老
町
と

接
し
、
西
南
は
室
蘭
市
と
隣
接
す
る
住
宅
密

集
地
帯
で
す
。

　
市
民
の
約
七
十
％
は
、
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
あ
り
、
隣
接
す
る
室
蘭
市
に
職
場
を
持

っ
て
い
る
、
と
い
う
典
型
的
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

に
変
容
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
柱
と
な
っ
て
い
た
観
光
に
、
工
業
が

関
連
し
発
展
し
て
き
た
登
別
市
は
、
「
観
光
と

工
業
と
学
園
都
市
」
建
設
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
施
策
を
推
し
進
め
る
一
方
、
地
方
都

市
と
し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

’メ
ヤ

辱
　

…
轄
．

亀

雛畠
轟
謹

戸

ノ　　ド

∫
憾む

　
　
　
蓑

メ
鑑
鮎

｝

ホットライン第1号
　両市出身者が挙式

　　　　　　　　　　　　とものり
　登別市幌別町出身の佐野智徳さんと白石市本町

出身の重子さん（旧姓菅野）が10月9日めでたく

ご結婚しました。幸せな二人は、仙台で知りあい

ゴールイン。両市の姉妹都市提携の運びになって

いた時でもあり、ホットライン第1号と祝福され

ました。ご両入は、仕事の関係で秋田市に住むこ

とになりました。

白石市・登別市の概要

調58．7

市別登市石白

145．8

　
　
　
　
　
円
円

人
戸
㎞
人
人
千
干

2
　

0
　
　
　
　
　
　
　
6
　

0
　
Q
》

　
　
　
　
　
0
　

厚
～

　
　
　
　
　
会
会

　
　
　
　
　
般
別

　
　
　
　
　
一
特

　　11校　　5，875人

　　　8　　　3，010

　　　3　　　2，167

　　　8　　　　　925

　　　9　　　　　548

日本工学院北海道専門学校

1次　　449（1．9％〉人

2次　7，988（33．9％）

3次15．156（64．2％）

観光・水産・工業

わカ・さつこいも

木彫製品
熊まんじゅう

登別温泉・カルルス温泉

登別スキー場・熊牧場

大湯沼・クノタラ湖

地獄谷

　
　
　
　
　
円
円

人
戸
㎞
人
人
干
干

1
　
　
2
　

Q
げ
　
2
　

3
　

1
　

0

ワ
臼
　
1
　

8
　
　
　
　
　
　
　
3
　

0
会
会

般
別

一
特

人校

0％）人

8％）

2％）

次
次
次

1
　
2
　
り
Q

農林業・製造業

卸売小売業

こけし・う～めん

和紙・みそ・清酒

漬物・足軽まんじゅ

小原温泉・鎌先温泉

臼石スキー場

蔵王連峰・長老湖

制
口
数
積
員
員
算

　
　
　
　
　
　
予

　
　
帯
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
年

市
人
世
面
議
職
5
8

校
校
校
園
園
等

裳
轟
稚

小
中
高
幼
育
学

校
学
　
　
　
　
保
大

就業人口
　（55国調）

主な産業

物産特

他のそ

”



翻や

こ
け
し
・
う
ー
め
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
和
紙
特
集

　ダ
　多
　ゆ　膨　翁薗

ふるさとに生きる

閣
市1白石

　　　　　　　　　　　　コ

．．＿顛議鯉臨懸

こ
け
し
と
そ
の
他
の
木
地
玩
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
野

こ
け
し
の
誕
生

　
現
在
、
こ
け
し
と
い
え
ば
東
北
を

思
い
出
し
、
東
北
と
い
え
ば
こ
け
し

を
思
い
出
す
ぐ
ら
い
、
こ
け
し
が
有

名
に
な
り
、
東
北
の
風
物
を
代
表
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
こ
け
し
は
、
も
と
も
と
、
東
北
の

木
地
屋
が
ロ
ク
ロ
に
掛
け
て
つ
く
る

お
も
ち
ゃ
（
木
地
玩
具
）
の
ひ
と
つ

で
、
決
し
て
美
術
品
で
も
工
芸
品
で

も
な
い
。
東
北
の
木
地
玩
具
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
こ
け
し
は
、
い
わ

ば
、
こ
れ
ら
の
木
地
玩
具
と
兄
弟
分

で
あ
る
。
い
ま
ま
で
、
こ
け
し
と
そ

の
他
の
木
地
玩
具
が
別
の
も
の
で
あ

る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
今
回

は
、
こ
け
し
が
木
地
玩
具
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
い
う
見
方
か
ら
、
題
名
も

「
こ
け
し
と
そ
の
他
の
木
地
玩
具
」

と
し
た
。
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
の
木
地

玩
具
の
う
ち
で
、
こ
け
し
だ
け
は
東

北
特
有
の
玩
具
で
、
東
北
以
外
の
地

方
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
に
し
て
も
、

東
北
で
木
地
挽
き
を
習
得
し
た
人
た

ち
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
ど
う
し
て
こ
け
し
だ
け
が
、
ほ
か

の
玩
具
と
違
っ
て
東
北
特
有
の
玩
具

か
と
聞
か
れ
て
も
、
は
っ
き
り
答
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
一

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
す
る
に
東

北
の
風
土
そ
の
も
の
が
、
こ
け
し
と

い
う
子
供
相
手
の
素
朴
な
お
も
ち
ゃ

を
生
み
出
し
て
育
て
る
の
に
適
し
て

い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
徳
川
時
代
の
中
頃
ま
で
は
、
物
資

の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
気
持
ち
の
上

か
ら
い
っ
て
も
、
東
北
の
貧
し
い
一

般
庶
民
階
級
は
自
分
の
子
供
た
ち
に
、

た
や
す
く
人
形
を
つ
く
っ
て
や
る
こ

と
も
買
っ
て
や
る
こ
と
も
で
き
な
い

よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

時
代
が
移
り
変
り
、
東
北
の
湯
治
場

が
だ
ん
だ
ん
開
け
て
き
て
、
農
家
や

商
家
の
人
た
ち
が
保
養
の
た
め
に
、

こ
こ
に
大
勢
集
る
よ
う
に
な
っ
た
文

化
（
一
八
〇
四
年

～
一
八
一
八
年
）
、

文
政
（
一
八
一
八

年
～
一
八
三
〇
年
）

ご
ろ
に
な
る
と
、

仙
台
の
堤
土
人
形

や
張
子
の
お
ほ
こ

の
影
響
を
多
分
に

受
け
て
、
湯
治
場

や
、
そ
の
近
く
に

住
む
木
地
屋
た
ち

材
で
目
鼻
を
付
け
　
　
　
p
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
セ
セ
ヤ

が
、
ど
こ
の
山
に
　
　
　
　
　
　
　
　
塑

も
豊
富
に
あ
る
木
　
　
　
　
渉
　
　
困
幅 た

人
形
を
つ
く
っ
て
湯
治
場
み
や
げ

に
売
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
も

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
な
に
か
し
ら
の
人
形
を
親

に
つ
く
っ
て
も
ら
う
か
買
っ
て
も
ら

う
か
し
て
遊
ん
で
み
た
い
と
い
う
東

北
の
子
供
た
ち
の
気
持
ち
と
、
子
供

相
手
の
人
形
を
つ
く
っ
て
湯
治
場
み

や
げ
の
ひ
と
つ
と
し
て
売
っ
て
生
活

の
た
し
に
し
よ
う
と
し
た
木
地
屋
の

気
持
ち
と
が
触
れ
合
い
重
な
り
合
っ

て
、
こ
こ
に
東
北
特
有
の
こ
け
し
が

誕
生
し
、
育
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
堤
土
人
形
と
張
子
の
お
ほ
こ
を

つ
く
っ
た
仙
台
に
近
い
宮
城
県
の
遠

刈
田
と
鳴
子
と
弥
治
郎
と
が
、
こ
け

し
の
発
祥
の
地
と
な
り
、
ふ
る
さ
と

と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代

的
背
景
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

」

謡
｝
、

『
＞

レ
　
」

舷
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こ
け
し
に
は
十
の
系
統
が
あ
る
。

こ
け
し
を
つ
く
る
木
地
屋
の
次
男
な

り
、
三
男
な
り
、
ま
た
、
弟
子
た
ち

が
技
術
を
習
得
し
て
か
ら
、
他
所
に

行
っ
て
木
地
を
挽
け
ば
自
然
と
そ
こ

に
こ
け
し
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、

ど
こ
の
系
統
の
こ
け
し
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
鳴
子
系
（
宮
城
県
）
、
遠
刈
田

系
（
宮
城
県
）
、
弥
治
郎
系
（
宮
城
県
）
、

土
湯
系
（
福
島
県
）
、
作
並
・
山
形
系

（
宮
城
県
と
山
形
県
）
、
蔵
王
高
湯
系

（
山
形
県
）
、
肘
折
系
（
山
形
県
）
、
木

地
山
系
（
秋
田
県
）
、
南
部
系
（
岩
手

県
）
、
津
軽
系
（
青
森
県
）
が
こ
れ
で

あ
る
。

　
郷
土
玩
具
と
し
て
の
木
地
玩
具
は
、

木
製
の
玩
具
の
う
ち
で
木
地
屋
が
ロ

ク
ロ
に
掛
け
て
つ
く
る
玩
具
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
こ
け
し

の
ほ
か
に
、
や
み
よ
、
お
し
ゃ
ぶ
り
、

え
ず
こ
、
臼
と
杵
、
あ
れ
い
笛
、
提

灯
ご
ま
、
追
っ
掛
け
ご
ま
、
風
ご
ま
、

水
が
め
、
あ
ひ
る
、
と
ら
、
つ
る
、

自
動
車
、
汽
車
、
七
福
神
、
輪
投
げ
、

茶
道
具
な
ど
、
数
多
く
の
種
類
が
あ

る
。
東
北
の
木
地
玩
具
に
は
系
統
が

あ
り
、
同
じ
系
統
で
も
工
人
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
が
特
徴
で
、
こ

れ
を
集
め
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大

▲玩具も制作されている

き
な
魅
力
で
あ
り
、
ま
た
、
楽
し
み

で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
の
は
旧
型
こ
け
し
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
白
石

で
は
新
型
こ
け
し
も
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
け
し
の
発
祥
の
地
は
、
自
石

市
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
旧
型
こ
け
し
と
違
っ
て
新
型
こ

け
し
は
、
系
統
や
家
柄
に
関
係
の
な

い
一
般
大
衆
の
こ
け
し
と
し
て
時
代

と
と
も
に
生
き
て
い
る
の
は
、
誠
に

喜
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
長
い
歴

史
と
伝
統
を
持
っ
て
い
る
旧
型
こ
け

し
と
と
も
に
、
近
代
的
な
感
覚
に
あ

ふ
れ
て
い
る
新
型
こ
け
し
に
も
美
し

い
夢
を
抱
い
て
育
て
て
行
き
た
い
。△近代こけしと清原たかおさん

う
ー
め
ん
の
由
来

　
麺
は
飛
鳥
時
代
に
仏
教
と
共
に
中

国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
当
時
の
も
の
は
、
粉
を
ね

っ
た
だ
ん
ご
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
禅
宗
の
僧
侶
な
ど
に
よ

っ
て
、
次
第
に
細
紐
の
よ
う
に
改
良

さ
れ
て
全
国
に
広
が
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
臼
石
に
麺
の
作
り
方
が
、
い
つ
伝

わ
っ
た
か
は
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
次
の
よ
う
な
由
来
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　
三
百
年
ほ
ど
前
、
自
石
短
ケ
町
の

検
断
、
鈴
木
久
佐
衛
門
が
胃
病
で
食

欲
が
な
く
て
、
苦
し
ん
で
い
た
時
に

息
子
の
浅
右
衛
門
が
父
親
の
好
き
な

麺
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
が
、

医
者
に
油
を
使
っ
た
麺
は
病
気
に
悪

い
と
い
わ
れ
、
油
の
入
ら
な
い
麺
を

さ
が
し
た
が
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
あ
る
時
、
旅
の
僧
侶
か
ら

油
を
使
わ
な
い
で
で
き
る
そ
う
め
ん

の
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
作
り
方

を
教
わ
り
、
早
速
作
っ
て
父
親
に
食

べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
消
化
が
よ
く
、

食
欲
が
で
て
き
て
、
間
も
な
く
、
長

わ
ず
ら
い
の
胃
病
も
す
っ
か
り
よ
く

な
っ
た
。

　
浅
右
衛
門
は
こ
の
作
り
方
を
人
び

と
に
知
ら
せ
広
め
た
。
町
の
人
た
ち

　
　
　
　
小
　
岩
　
庄
　
［

は
浅
右
衛
門
の
親
孝
行
を
ほ
め
、
そ

の
温
か
い
心
く
ば
り
に
感
謝
し
て
温

麺
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
温
麺
は
白
石
の
殿
様
も

食
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
仙
台
の
殿
様
に

も
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん
で
、

帯
刀
を
許
さ
れ
、
浅
右
衛
門
は
味
右

衛
門
と
名
を
変
え
る
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
鈴
木
家
で
は

代
々
味
右
衛
門
を
名
の
り
、
作
る
温

麺
も
御
膳
温
麺
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
温
麺
が
白
石
の
産
物
と
し
て
、
よ

そ
の
人
び
と
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
殿
様
の
片
倉
氏
が
、
和

紙
作
り
や
葛
粉
の
製
産
と
と
も
に
製

麺
を
奨
励
し
た
こ
と
、
ま
た
白
石
は

山
地
が
多
く
、
傾
斜
地
の
た
め
に
水

量
が
豊
か
で
、
水
車
で
の
粉
ひ
き
に

好
都
合
で
あ
り
、
冬
は
北
西
の
風
が

吹
き
、
乾
燥
す
る
と
い
う
自
然
の
条

件
が
、
温
麺
の
製
造
を
盛
ん
に
し
た

た
め
で
あ
る
。

　
当
時
の
手
延
べ
温
麺
一
把
は
、
長

さ
八
・
五
セ
ン
チ
、
目
方
は
一
八
0

9
で
細
い
和
紙
で
ま
ん
中
を
し
め
商

標
を
印
刷
し
た
紙
で
巻
い
た
も
の
で

あ
る
。

　
手
延
べ
温
麺
の
中
で
も
御
膳
温
麺

は
、
特
に
鈴
木
味
右
衛
門
の
家
で
作

っ
た
温
麺
に
だ
け
つ
け
ら
れ
た
名
前
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み
や
げ

で
、
お
土
産
や
贈
物
に
用
い
ら
れ
、

昔
は
白
石
や
仙
台
の
殿
様
の
御
用
品

に
も
な
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
ほ
か
の
温
麺
と
違
っ
て

長
さ
を
三
十
三
セ
ン
チ
に
切
り
、
直

径
を
三
セ
ン
チ
に
し
て
束
ね
、
両
端

を
細
い
紺
色
の
紙
で
巻
き
、
ま
ん
中

に
幅
三
セ
ン
チ
の
商
標
紙
を
張
り
付

け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
本
｝
本
は

と
て
も
細
く
そ
し
て
長
く
、
上
等
な

品
質
と
美
し
い
姿
を
ほ
こ
り
に
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
の
条
件
と
長
い
伝

統
の
中
で
磨
か
れ
た
手
延
べ
温
麺
の

製
造
は
、
大
量
生
産
が
困
難
で
あ
り

多
く
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る

こ
み
入
っ
た
手
仕
事
の
た
め
に
、
時

代
の
移
り
変
り
に
は
追
い
つ
け
ず
に

昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
は
、
手
延

べ
温
麺
は
、
白
石
で
は
ま
っ
た
く
作

　
　
　
　
｝
働
　
　
鹸

－
　
鰍
麗
，
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺

鵬鯛
ぎ1、111，ノ1ゴラ
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ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
　
一
方
、
明
治
の
な
か
ご
ろ
か
ら
製

麺
機
に
よ
る
製
産
が
開
始
さ
れ
た
が

最
初
は
機
械
の
操
作
が
う
ま
く
で
き

な
く
て
、
失
敗
を
く
り
か
え
し
た
が
、

大
量
生
産
や
省
力
化
な
ど
の
利
点
は
、

手
延
べ
製
麺
か
ら
機
械
製
麺
へ
と
交

替
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
製
麺
は
機
械
で
も
乾
燥

は
相
変
ら
ず
自
然
乾
燥
な
の
で
、
西

風
が
吹
け
ば
温
麺
屋
は
え
び
す
顔
、

東
風
（
沖
上
げ
）
が
吹
け
ば
青
菜
に

塩
な
ど
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
に
、
天
候

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
せ
い

そ
れ
で
も
冬
に
作
る
寒
製
と
銘
柄
づ

け
ら
れ
た
も
の
は
、
味
も
よ
く
、
長

く
保
存
で
き
る
の
で
人
び
と
か
ら
は

喜
ば
れ
た
。
春
製
や
秋
製
も
生
産
さ

れ
た
が
、
大
量
に
作
ら
れ
た
の
は
夏

製
で
あ
る
。
夏
製
は
六
月
か
ら
八
月

ま
で
の
も
の
で
、
温
度
が
高
い
の
で

塩
の
量
が
多
く
な
る
の
で
、
湿
気
を

お
び
や
す
く
、
長
い
保
存
は
無
理
な

　
　
　
ド
フ
　
ロ
リ
ほ
ん

の
で
、
孟
蘭
盆
で
の
大
量
の
消
費
を

ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
が
、
寒
製
に
く

ら
べ
て
品
質
は
劣
り
、
安
値
で
取
引

き
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
今
で
は
機
械
化
が
進
み
、
仕
上
げ

は
温
風
に
よ
る
乾
燥
を
と
り
入
れ
て

い
る
の
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
、
年
間
を
通
し
て
仕
事
が

で
き
、
そ
の
上
に
衛
生
的
で
品
質
の

一
定
し
た
温
麺
が
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

白
石
和
紙
と
そ
の
応
用
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
野
　
新
　
　
一

　
騰
麺
課
の
産
で
、
主
に
京
に
送
ら

れ
、
種
々
の
す
ぐ
れ
た
地
方
色
を
も

つ
た
め
に
平
安
中
期
か
ら
そ
の
名
を

現
わ
し
て
き
た
。
う
る
わ
し
き
紙
、

み
ち
の
く
紙
は
、
は
た
し
て
東
北
の

　
　
　
　
　
す

ど
の
地
方
で
漉
か
れ
た
か
は
、
こ
の

紙
の
た
し
か
な
記
録
が
残
っ
て
い
な

い
今
日
、
た
だ
当
時
の
奥
羽
拓
殖
事

情
や
紙
の
産
地
の
歴
史
か
ら
想
像
す

る
と
、
宮
城
県
の
南
部
と
福
島
県
の

阿
武
隈
川
と
そ
の
支
流
に
散
在
す
る

和
紙
の
産
地
、
さ
ら
に
具
体
的
に
い

え
ば
、
宮
城
県
の
伊
具
郡
と
刈
田
郡

お
よ
び
福
島
県
の
伊
達
郡
と
安
達
郡

な
ど
が
、
み
ち
の
く
紙
の
有
力
な
候

補
地
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
み
ち

の
く
紙
の
産
地
に
つ
い
て
は
、
だ
い

た
い
以
上
の
よ
う
な
推
定
も
可
能
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
い
し
が
み

あ
る
が
、
後
世
、
い
わ
ゆ
る
白
石
紙

の
産
地
と
な
っ
た
の
は
、
刈
田
郡
地

方
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
で
も
白
石
川

の
清
流
に
の
ぞ
む
蔵
王
山
麓
の
山
村

地
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の
紙
漉

き
が
名
実
と
も
に
盛
ん
に
な
っ
た
の

は
、
近
世
初
期
の
こ
と
で
あ
る
．
、

　
旧
藩
時
代
、
刈
田
郡
に
は
数
百
戸

の
紙
漉
き
農
家
が
あ
り
、
こ
こ
で
漉

か
れ
た
紙
が
刈
田
郡
の
中
心
地
で
あ

」
鋼
γ
ー
。
拶

る
白
石
に
集
る
の
は
二
七
の
市
と
い

わ
れ
た
二
の
日
と
七
の
日
の
市
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
フ
そ

農
閑
期
の
こ
の
町
は
楮
市
と
紙
市
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
こ
で
ど
ん
な
紙
が

漉
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
杉
原
、
芳

書
、
羅
、
纏
禰
細
、
舗
槻
障
子

紙
、
ち
懇
琢
戴
擁
麟
縄
な
ど
で
、

い
ろ
い
ろ
の
品
種
と
品
質
の
紙
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
こ
ぜ
ん
か
み
す

っ
た
。
そ
し
て
、
御
前
紙
漉
き
の
漉

い
た
極
上
質
の
紙
は
藩
主
（
伊
達
家
）

と
領
主
（
片
倉
家
）
の
御
用
紙
に
な

り
、
ま
た
、
幕
府
、
公
家
、
大
名
へ

昌

〈
紙
を
漉
く
遠
藤
忠
雄
さ
ん

，
∫
ノ
、

‘
氏

の
献
上
紙
、
進
物
紙
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
徳
川
幕
府
の
崩
か
い
と

明
治
維
新
は
、
白
石
の
製
紙
業
に
甚

大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
日

清
戦
後
の
明
治
三
十
年
ご
ろ
か
ら
紙

漉
き
農
家
の
数
は
急
激
に
減
り
始
め
、

昭
和
四
、
五
年
ご
ろ
の
不
況
時
代
に
、

さ
ら
に
ま
た
急
激
に
減
り
、
そ
の
後

ま
た
歯
が
欠
け
る
よ
う
に
減
っ
て
い

っ
て
、
現
在
で
は
鷹
贈
の
遠
藤
家
た

っ
た
一
軒
で
あ
る
。
こ
の
家
で
は
、

従
来
の
障
子
紙
の
ほ
か
に
、
新
し
い

時
代
の
用
途
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

の
紙
を
漉
き
、
仙
台
、
東
京
、
大
阪
、

札
幌
な
ど
の
特
別
の
依
頼
者
に
出
し

て
い
る
。

燃饗．　
　
　
　
　
螺

　
　
　
　
＼
む

b
＼
、
．

で
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、

典

、
ひ
・

　　　箋
　　『
　誰馨

盛
「
糞
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白
石
紙
の
応
用
品
と
し
て
婁
と

し
　
ふ

紙
布
と
が
あ
る
。
紙
子
は
楮
の
皮
を

材
料
と
し
て
漉
い
た
、
厚
く
て
丈
夫

な
和
紙
に
加
工
し
て
、
織
物
の
代
用

品
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
用
途
に
当

て
た
も
の
で
あ
る
。
昔
、
紙
子
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
ぱ

茶
羽
織
、
袖
な
し
、
寝
具
、
合
羽
、

ず
き
ん
　
　
ま
る
お
び

頭
巾
、
丸
帯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
が
あ
っ
た
。
現
在
、
白
石
和
紙
工

房
（
遠
藤
家
）
と
、
佐
藤
忠
太
郎
紙

　
　
　
　
　
き
ゆ
ウ
み

子
工
房
と
、
吉
見
紙
子
工
房
で
、
紙

子
の
茶
羽
織
や
袖
な
し
の
ほ
か
に
、

檸
瞬
鵜
舞
蟹
耀
札
入
、
名
刺

入
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
昔
な
が

ら
の
方
法
で
作
っ
て
市
販
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
紙
布
と
は
タ
テ
に
絹
糸
、

ヨ
コ
に
紙
糸
を
使
っ
て
織
る
高
級
織

物
の
こ
と
で
、
旧
藩
時
代
、
伊
達
藩

片
倉
領
の
城
下
町
で
あ
っ
た
白
石
で

独
特
の
発
達
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ひ
ら
お
り
は
か
ま
か
み
し
も
て
ぬ
ぐ

紙
布
に
は
、
平
織
、
袴
、
袴
、
手
拭

い
、
小
物
入
れ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の

用
途
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
織
物
の
性

質
か
ら
い
っ
て
夏
の
着
物
が
特
に
多

か
っ
た
。
こ
の
名
物
織
物
も
和
紙
と

同
じ
よ
う
な
運
命
を
た
ど
り
、
大
正

の
初
め
ご
ろ
に
は
完
全
に
衰
減
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
二
年

に
臼
石
の
有
志
が
集
り
、
非
常
な
苦

労
の
結
果
、
復
興
し
、
］
時
は
時
代

の
脚
光
を
浴
び
た
が
、
終
戦
後
、
衣

類
事
情
が
好
転
、
安
定
す
る
に
従
っ

て
、
せ
っ
か
く
復
興
し
た
紙
布
も
、

そ
の
真
価
が
全
然
認
め
ら
れ
ず
に
、

再
び
衰
滅
の
不
運
に
会
い
、
昭
和
二

十
四
年
の
秋
に
は
経
営
困
難
の
た
め

に
生
産
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た
っ

た
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
し
か
し
前
に
書
い
た
白
石
和
紙
工

　
　
　
も
め
ん

房
で
、
木
綿
糸
を
タ
テ
に
し
て
、
わ

ず
か
な
が
ら
、
こ
の
織
物
を
つ
く
っ

て
い
る
。

▲昭和紙工房の作品
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「

は
な
ぞ
の
こ
う
え
ん
が
ほ
し
い
な
あ

　
わ
た
し
は
、
は
な
ぞ
の
に
か
こ
ま

れ
た
こ
う
え
ん
が
、
し
ろ
い
し
に
あ

れ
ば
い
い
な
あ
と
お
も
い
ま
す
。
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ひ

ま
わ
り
の
は
な
が
、
き
れ
い
だ
と
お

も
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
う
え
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、
こ
ど
も
た
ち
が
、
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
べ
た
ら
い
い
と
お
も

い
ま
す
。

　
こ
う
え
ん
に
は
、
ぶ
ら
ん
こ
、
ジ

ャ
ン
ボ
す
べ
り
だ
い
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
が
あ
っ
た
ら
、
お
も
し
ろ
い
な
あ
。

　
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
八

十
さ
い
で
す
が
、
び
ょ
う
き
の
た
め

に
、
あ
し
が
ふ
じ
ゆ
う
に
な
り
、
は

を
う
ご
か
す
だ
け
で
口
が
き
け
ま
せ

ん
。
ま
い
に
ち
、
い
え
の
な
か
に
ば
か

り
い
ま
す
。
ち
か
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
、
の
り
こ
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、

ひ
る
ま
、
か
ん
び
ょ
う
に
き
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、

う
つ
く
し
い
は
な
ぞ
の
こ
う
え
ん
に

つ
れ
て
い
っ
て
や
り
た
い
で
す
。
は

な
を
み
せ
た
り
、
わ
た
し
や
お
と
う

と
が
あ
そ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
み

大
鷹
沢
小
学
校
一
年

　
　
　
や
ま
ざ
き
じ
ゅ
ん
こ

せ
た
り
、
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
ゆ
っ
く
り
や
す
め
る

ひ
か
げ
の
と
こ
ろ
も
、
つ
く
っ
て
ほ

し
い
な
あ
と
お
も
い
ま
す
。

　
大
た
か
さ
わ
し
ょ
う
が
っ
こ
う
で

は
、
は
る
の
え
ん
そ
く
で
、
ふ
ぼ
う

が
く
え
ん
へ
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

大
た
か
さ
わ
し
ょ
う
が
っ
こ
う
の
一

・
二
ね
ん
せ
い
と
、
ふ
ぼ
う
が
く
え

ん
の
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
う

た
を
う
た
っ
た
り
、
え
を
か
い
た
り

し
て
き
て
い
ま
す
。
大
た
か
さ
わ
し

ょ
う
が
っ
こ
う
の
、
が
く
し
ゅ
う
は

っ
ぴ
ょ
う
か
い
の
と
き
、
く
る
ま
い

す
に
の
っ
て
、
み
に
き
た
人
も
い
ま

し
た
。

　
は
な
ぞ
の
こ
う
え
ん
に
ひ
ろ
ば
が

あ
っ
て
、
ふ
ぼ
う
が
く
え
ん
の
ひ
と

が
、
じ
ぶ
ん
で
く
る
ま
い
す
を
お
し

た
り
、
だ
れ
か
に
お
し
て
も
ら
っ
た

り
す
る
、
う
ん
と
ひ
ろ
い
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
い
い
で
す
。
に
ち
よ
う
び
に

な
っ
た
ら
、
い
つ
も
そ
こ
に
あ
そ
び

に
い
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。

　
は
や
く
、
は
な
ぞ
の
こ
う
え
ん
が

で
き
た
ら
い
い
な
あ
。

片
平
観
平
と

　
　
　
　
　
　
白
石
の
水

　
　
　
　
大
平
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
美

　
白
石
市
は
、
水
の
町
と
い
わ
れ
る

と
お
り
、
町
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
、

き
れ
い
な
川
が
流
れ
て
い
て
、
生
活

用
水
や
防
火
用
水
に
利
用
さ
れ
、
下

流
は
、
町
は
ず
れ
か
ら
田
ん
ぼ
に
流

れ
、
水
田
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
な
ぜ
、
こ
う
い
う
水

の
町
に
な
つ
た
の
か
、
母
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
藩
政
時
代
の
文
化
・
文
政
の
こ
ろ
、

じ
ゃ
ぶ
ち
の
下
の
と
こ
ろ
に
つ
く
っ

た
せ
き
を
、
た
び
た
び
大
水
で
こ
わ

さ
れ
、
水
の
取
入
口
に
、
水
が
こ
な

く
な
り
ま
し
た
。
片
倉
家
は
、
も
っ

と
上
流
に
、
水
の
取
入
口
を
つ
く
ろ

う
と
し
ま
し
た
が
、
た
い
へ
ん
お
金

が
か
か
る
こ
と
な
の
で
、
工
事
が
で

き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
あ
た
り
の
岸
は
、
か
た
い
岩

の
が
け
に
な
っ
て
い
て
、
白
石
川
の

水
を
引
い
て
く
る
に
は
、
そ
こ
を
く

り
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

の
よ
う
な
機
械
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が

な
い
の
で
、
の
み
と
か
な
づ
ち
だ
け

で
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
ほ
っ
た
の
は
、

片
平
観
平
と
い
う
人
で
す
。
文
政
十

三
（
天
保
元
）
年
か
ら
四
年
の
年
月

と
、
数
百
両
の
自
分
の
お
金
を
使
っ

て
、
完
成
さ
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
工
事
を
完
成
さ
せ
る
だ
け
で
も
、

む
ず
か
し
か
っ
た
の
に
、
自
費
で
、

自
石
を
、
少
し
で
も
大
き
な
、
豊
か

な
町
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
と
て

も
り
っ
ぱ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
観
平
が
ほ
っ
た
地
下
の
水
路
は
、

じ
ゃ
ぶ
ち
か
ら
上
の
方
に
あ
り
、
自

石
が
栄
え
た
の
も
、
こ
の
水
の
お
か

げ
だ
そ
う
で
す
。
昔
は
、
町
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
水
車
を
作
り
、
そ
の

水
車
で
米
を
つ
い
た
り
、
粉
を
ひ
い

た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
粉
で
、

う
ー
め
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。
白
石

市
で
、
う
ー
め
ん
つ
く
り
が
盛
ん
な

わ
け
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
末
期
に
、
渡
辺
佐

吉
と
い
う
人
が
、
片
平
観
平
と
同
じ

よ
う
に
自
費
で
、
じ
ゃ
ぶ
ち
に
え
ん

堤
を
つ
く
り
ま
し
た
。
え
ん
堤
と
い

う
の
は
、
せ
き
と
同
じ
で
、
川
の
水

を
止
め
る
ダ
ム
の
よ
う
な
も
の
で
、

観
平
が
ほ
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の
水
だ
け

で
は
不
足
に
な
っ
た
分
を
取
り
入
れ

る
た
め
に
、
石
畳
の
よ
う
に
つ
く
っ

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
え
ん
堤
が
、
三
十
年
ぐ
ら
い

た
っ
た
昭
和
十
六
年
七
月
の
大
こ
う

水
で
く
ず
れ
て
、
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
今
度
は
、
朝
倉
松

吉
、
原
勇
太
郎
、
銭
谷
周
治
郎
と
い

う
人
が
中
心
に
な
り
、
十
年
の
年
月

を
費
し
て
、
今
の
じ
ゃ
ぶ
ち
え
ん
堤

を
、
昭
和
二
十
六
年
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
そ
の
完
成
記
念
碑
が
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
に
、
じ
ゃ
ぶ
ち
の
入
り
口

の
所
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
除

幕
式
で
、
ひ
も
を
引
い
て
除
幕
し
た

の
は
、
わ
た
し
で
す
。
当
時
、
わ
た

し
は
四
才
で
し
た
が
、
よ
く
お
ぼ
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
石
市
を
水
の
町

に
そ
だ
て
あ
げ
た
人
び
と
の
努
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
市

民
は
、
毎
日
毎
日
を
豊
か
な
水
と
と

も
に
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

昔
は
、
今
の
よ
う
な
機
械
や
材
料
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
の
人
の
知

恵
と
努
力
と
苦
労
で
、
何
度
も
つ
く

り
直
し
な
が
ら
、
今
の
水
の
町
、
白

石
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

　
で
も
、
わ
た
し
が
四
才
の
時
に
ひ

も
を
引
い
た
記
念
稗
の
除
幕
式
が
、

片
平
観
平
に
ま
で
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
調
べ
て
い
る
う
ち
に
わ
か
っ
て

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
白
石
市
の
た
め

に
つ
く
し
た
片
平
観
平
は
、
わ
た
し

の
心
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
生

き
つ
づ
け
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
わ
た
し
も
、
観
平
の
よ
う
な

仕
事
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
少
し

で
も
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
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ぼ
く
の
白
石

白
石
中
学
校
一
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年

　
　
佐
藤
健
智

　
ぼ
く
は
、
白
石
に
来
て
、
十
二
月

で
二
年
が
た
ち
ま
す
。
父
が
営
林
署

に
勤
務
し
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
に
、

岩
手
県
・
宮
城
県
の
各
地
を
引
っ
こ

し
て
き
ま
し
た
。
ぽ
く
が
生
ま
れ
た

の
は
岩
手
県
水
沢
市
で
、
す
ぐ
に
釜

石
市
へ
引
っ
こ
し
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
、
岩
手
県
江
刺
市
、
そ
し
て
こ
の

白
石
市
へ
と
移
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
つ
い
こ
の
前
、
気
仙
沼
市
が
市
制

施
行
三
十
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
が
、

こ
の
白
石
も
、
市
制
三
十
年
と
い
う

こ
と
で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
二
　
に
入
植
、
開
拓
し
、
そ
こ
を
白
石
村

年
し
か
住
ん
で
い
な
い
ぼ
く
で
す
が
、
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
聞
き
ま
し
た
。

「
住
め
ば
都
」
で
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
町
の
よ
い
事
は
、
や
は
り
う
れ

し
い
も
の
で
す
。

　
ぼ
く
が
白
石
に
来
て
の
第
一
印
象

は
、
落
ち
つ
い
た
町
だ
な
あ
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
城
下
町
だ
っ
た
せ

い
で
し
ょ
う
か
。
市
内
い
た
る
と
こ

ろ
に
史
跡
や
旧
跡
が
あ
り
、
お
も
し

ろ
い
の
で
す
。

　
益
岡
城
跡
は
、
そ
の
代
表
で
し
ょ

う
。
広
い
白
石
の
中
で
、
ぼ
く
は
、

あ
そ
こ
が
一
番
、
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
あ
そ
こ
か
ら
市
街
地
を
な
が
め

る
の
は
、
最
高
で
す
。
江
戸
時
代
、

片
倉
家
代
々
の
殿
様
も
、
そ
の
当
時
、

　
　
　
　
　
　
同
じ
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
　
自
石
の
町
を
な
が

　
　
　
　
　
　
　
め
た
こ
と
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
う
。
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
明
治
に
な
っ
て
、

禽
　
　
　
　
　
　
お
城
は
と
り
こ
わ

　
　
　
　
　
　
し
に
な
っ
た
そ
う

　
　
　
　
　
　
で
、
非
常
に
残
念

　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
関
心
を
呼
ん
だ

　
　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
自
石
と
札
幌
市
自

す
ご
く
ロ
マ
ン
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
話

だ
と
、
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
し
か
も
、

百
年
前
に
先
祖
が
開
い
た
土
地
か
ら
、

そ
の
子
孫
が
、
臼
石
へ
訪
ね
て
く
る
。

劇
的
で
さ
え
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、

本
家
よ
り
分
家
の
人
口
の
方
が
、
ず

っ
と
多
い
よ
う
で
す
が
、
札
幌
市
が

現
在
の
よ
う
に
発
展
し
た
訳
の
一
つ

に
、
白
石
の
人
々
の
限
り
な
い
努
力

が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
感
じ
た
こ
と
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
白
石
へ
来
て
六
か
月
ほ
ど
た
っ
た

去
年
の
五
月
に
、
あ
の
「
こ
け
し
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
売
店
の
】
つ
に
、
T
シ
ャ
ッ
を

売
っ
て
い
る
店
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

の
「
ζ
く
↓
○
≦
Z
Qo
工
一
力

O
H
o
o
エ
H
」
の
で
す
。
あ
の
運
動

を
行
な
っ
た
の
は
、
青
年
会
議
所
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
ず
い
ぶ
ん
活
発

な
市
だ
な
あ
、
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

今
ま
で
各
地
を
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
に
青
年
会
議
所
が
活
発

に
活
動
し
て
い
る
市
も
珍
し
い
と
思

い
ま
す
。

石
区
の
関
係
で
す
。
お
か
げ
で
、

こ
れ
は
、
片
倉
氏

と
、
そ
の
家
臣
と

家
族
が
、
北
海
道

磐
煮
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王
駅
の
駅
前
は
、
ど
う
も
気
に
入
り

ま
せ
ん
。
駅
の
ま
わ
り
が
住
宅
ば
か

り
と
い
う
の
は
、
駅
か
ら
出
て
来
た

人
々
に
と
っ
て
の
印
象
も
、
あ
ま
り

良
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぼ
く
は
、
あ
そ
こ
は
商
店
街
に
な
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
駅
が

在
来
線
の
駅
と
は
な
れ
て
い
る
せ
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ほ
か
、
不
便
な
点
も
あ
り
ま

す
。
城
下
町
の
せ
い
か
、
道
は
ば
が

　
待
望
の
新
幹
線
も
開
業
し
ま
し
た
。
狭
い
よ
う
で
す
。
特
に
駅
前
や
中
町

　
　
　
　
　
日
通
工
な
ど
の
大
企
業
　
の
あ
た
り
は
、
車
が
混
雑
し
て
い
て
、

も
進
出
し
、
白
石
の
発
展
に
、
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
自
転
車
な
ど
で
は
、
安
心
し
て
通
れ

が
、
ぼ
く
と
し
て
は
、
あ
の
自
石
蔵
　
ま
せ
ん
。
道
を
広
く
す
る
、
よ
い
方

彌

、
蟹
置

量

心
　
猿

　
　
　
魏

皿
甲

一
一
　
順

｝

　
’
噸

法
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ぼ
く
は
白
石
に
、
す
ば
ら
し
い
近

代
都
市
と
し
て
、
し
か
し
古
く
か
ら

の
文
化
遺
産
と
の
調
和
の
と
れ
た
都

市
と
し
て
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
。

　
ぼ
く
は
、
い
つ
、
ど
こ
へ
引
っ
こ

す
か
分
か
ら
ぬ
よ
そ
者
で
す
が
、
再

び
臼
石
を
訪
れ
た
と
き
、
白
石
は
す

ば
ら
し
い
街
に
発
展
し
た
な
あ
、
と

い
え
る
よ
う
な
都
市
に
発
展
し
て
欲

し
い
の
で
す
。
宮
城
県
の
表
玄
関
、

白
石
市
が
、
三
十
年
間
の
足
場
づ
く

か
な
り
危
険
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
り
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
飛
躍
す
る
か
、
大
い
に
楽
し
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
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白
石
市
、
市
制
施
行

　
　
　
　
　
三
十
年
に
思
う

　
　
　
　
白
石
高
等
学
校
二
年

　
　
　
　
　
　
　
郡
山
　
善
信

　
「
白
石
」
と
言
え
ば
、
温
麺
・
こ
け

し
・
和
紙
・
蔵
王
が
、
純
朴
清
楚
な

イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
思
い
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
こ
の
白
石
が
昭
和
二
十
九

年
に
白
石
町
他
六
ヶ
村
が
合
併
（
三

十
二
年
に
小
原
村
が
編
入
）
し
て
、

臼
石
市
と
し
て
再
発
足
し
て
か
ら
、

は
や
三
十
年
が
過
ぎ
、
行
政
機
構
も

飛
躍
的
に
拡
大
し
て
、
古
き
よ
き
伝

統
を
保
持
し
つ
つ
、
街
の
様
相
も
す

っ
か
り
近
代
化
さ
れ
ま
し
た
。
市
制

施
行
三
十
年
目
を
迎
え
、
伝
統
の
あ

る
白
石
市
を
、
新
た
な
る
気
持
ち
で

展
望
す
る
の
は
、
意
義
の
深
い
こ
と

で
す
。

　
白
石
市
に
は
、
古
き
も
の
と
新
し

き
も
の
が
調
和
し
共
存
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
伝
統
と
創
造
の
精
神
の
発

揚
を
、
例
え
ば
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
、
昨
年
壮
大
な
南
蔵
王
高
原
で
華

々
し
く
挙
行
さ
れ
た
「
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
」
に
端
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
前
者
で
は
、
伝
統
工
芸
の

育
成
促
進
に
、
後
者
で
は
、
未
来
を

担
う
若
人
の
人
格
形
成
に
、
臼
石
市

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
全
国
的

に
も
白
石
市
の
名
を
高
ら
し
め
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
し
、
地
域
内
の
経
済
も
活
発
に
な

　
地
方
都
市
と
し
て
の
白
石
市
は
、
　
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

県
南
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
常
に
周
　
　
観
光
面
で
は
、
優
れ
た
自
然
の
景

辺
の
市
や
町
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
観
や
、
特
色
あ
る
地
場
産
業
の
製
品

指
導
的
な
役
割
を
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
県
南
の
開
発
と
発
展
に
、

牽
引
車
と
し
て
の
よ
り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
白
石
市
は
、
主
と
し
て
商
業
中
心

に
発
展
し
て
き
ま
し
だ
が
、
工
業
、

観
光
な
ど
の
面
で
、
ま
だ
ま
だ
発
展

す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
業
面
で
は
、
地
域
の
環
境
を
保

全
し
つ
つ
、
時
代
の
二
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
工
業
を
導
入
し
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
工
場
の
誘
致
に

は
、
何
と
い
っ
て
も
交
通
の
便
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
白
石
市
に
は
新
幹
線

駅
も
あ
れ
ば
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
る
の
で
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
が
十
二
分
に
活

用
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。
特
に

新
幹
線
駅
前
の
整
備
開
発
は
、
工
業

ば
か
り
で
な
く
、

す
べ
て
の
産
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
し
、

ま
た
高
速
化
社
会
を
迎
え
て
の
地
域

住
民
の
足
に
影
響
す
る
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
更
に
整
備
し
、
利
用
し
ゃ

す
く
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
ま
た

地
下
鉄
や
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
、
交
通

の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
導
入
す
れ
ば

工
業
以
外
の
企
業
の
進
出
に
も
役
立

を
、
国
内
は
勿
論
、
国
外
に
も
積
極

的
に
P
R
す
べ
き
で
す
。
雄
大
に
し

て
細
や
か
な
美
に
溢
れ
た
蔵
王
、
神

秘
的
な
幽
玄
美
を
秘
め
た
小
原
渓
谷

や
材
木
岩
、
清
例
な
白
石
川
な
ど
、

白
石
は
多
彩
明
媚
な
風
光
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
機
械
文
明
に
よ
っ
て
自

然
破
壊
が
一
層
進
み
、
宇
宙
空
間
都

市
へ
の
移
住
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な

い
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
市
民
が
こ
れ
ら
自
然
に
対
す
る

認
識
を
更
に
深
め
る
の
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
地
場
産
業
の
弥
治
郎
こ
け
し
、
温

麺
、
手
漉
き
和
紙
な
ど
は
、
手
作
り

の
素
朴
さ
や
、
芸
術
性
に
お
い
て
、

個
性
重
視
の
現
代
社
会
で
は
非
常
に

価
値
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ

ら
伝
統
工
芸
の
中
に
は
、
そ
れ
を
受

け
継
ぐ
人
が
不
足
し
て
い
る
も
の
も

商
業
や
観
光
な
ど
、
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
特
に
和
紙
に
つ

い
て
は
、
そ
の
技
術
が
途
絶
え
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
て
も
気
掛

か
り
で
す
。
観
光
の
目
玉
の
一
つ
で

も
あ
る
伝
統
工
芸
を
、
更
に
育
成
発

展
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
観
光
業
が
他
の
産
業
と
同

じ
く
ら
い
盛
ん
に
な
れ
ば
、
周
辺
地

域
の
発
展
に
も
大
い
に
役
立
つ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
自
石
市
は
、
伊
達
家
の
名
臣

片
倉
小
十
郎
景
綱
の
下
で
城
下
町
と

し
て
栄
え
、
明
治
維
新
の
時
に
は
、

奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
本
拠
地
に
な
る

な
ど
、
歴
史
的
に
非
常
に
魅
力
の
あ

る
ま
ち
で
す
。
臼
石
城
跡
を
初
め
と

し
て
、
武
家
屋
敷
、
甲
冑
堂
、
孝
子

堂
な
ど
、
由
緒
あ
る
史
跡
に
富
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
白
石
市
に
は
、
こ

れ
ら
の
史
跡
を
研
究
で
き
る
よ
う
な

本
格
的
な
歴
史
資
料
館
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
，
郷
土
物
産
館
と
か
美
術
館
な

ど
の
文
化
施
設
も
完
備
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
他
に
市
の
総
合
運
動
場
や
体

育
館
を
含
め
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の

諸
設
備
の
建
設
を
、
長
期
計
画
で
も

よ
い
で
す
か
ら
、
是
非
達
成
し
て
く

だ
さ
い
。
同
時
に
、
過
去
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
将
来
の
白
石
市
及
び
県

南
地
域
の
文
化
水
準
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
も
、
大
学
の
誘
致
は
、
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
、
市
当
局
と
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
誘
致
運
動
の
気
運
を
盛
り

上
げ
て
い
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
十
世
紀
に
我
々
が

犯
し
た
最
大
の
過
ち
は
、
高
度
な
物

質
文
明
を
望
む
あ
ま
り
、
我
々
の
生

命
の
源
で
あ
る
自
然
を
保
護
す
る
こ

と
を
、
半
ば
忘
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
行
政
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
、
文
化
、
自

然
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
調
和
の
と

れ
た
発
展
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
住
民
も
こ
れ
を
見
守
り

か
つ
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
白
石
市
は
地
域
に
定
着

し
た
住
民
が
多
い
の
で
、
ま
ち
と
し

て
の
ま
と
ま
り
は
で
き
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
利
点
を
生
か
し
て
、

将
来
、
人
口
が
増
加
す
る
よ
う
な
場

合
で
も
、
市
民
の
和
、
地
域
住
民
の

和
を
保
持
拡
大
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
こ
の
下
か
ら
の
力
が
、
内

に
秘
め
た
創
造
的
な
可
能
性
を
、
現

実
の
も
の
と
し
て
引
き
出
し
て
く
れ

る
最
大
の
力
と
な
る
の
で
す
か
ら
。

謡謡鶉轟調臨
脂朋腿畑量醍蜀緊劇顎回胆蝦1

’8

て

ロ　　チぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　ニごま
課　索オヒ自重翁彗藝道鋤癌¢柚畠薗關遜働

　　　　　　　　　　　　　　　　讐一

甲

日
本
漣
諾
公
団

　
　
　
礎
　
，

　
　
　
瀞
監
蛾

幾
・

｝へ

峯
幽
　

・
　
卜
唱
国
爆

届

事
．1

　　　　　　　　篭』臨濾鯉ン・謂I　l団

　　　　　　　　　　　旨

一藍　・一・“　　一　　7『二諜

▲48年東北縦貫道白石～南仙台間開通

レF

螺｛
ぜ
幣
、
㌦

婆鳳
岬
樽

　
一
↑霧翼

▲49年白石駅跨線橋完成

一
ゆ

　　　　　願憎磁

翻

騨
L
旨
　
　
ド

t・
〈
5
1
年
下
水
道
工
事
着
工

ド
～
・
・

止
・

舗八
『

壽

鍾繍

手すき和紙など見学される
　
白、

蘇
暴
、

舘
　
＼
蕪

　
　
　
　
＼

　
年
　
＼

　
5
0
　
、

　
▲

／騰獅

駈薩巴』地」Lフソコ

』’衝研砥騨

ノ
．
・湘

．

壷　、』
壁

獣

　　踊、・’． ふ灘騨－侭、門費慧
　　　　　～　　　　　　猛罪　・義
　甲駆獅γ　　＝．旨一、・　　・　E踵
　　　　　　 『｝　　翼　　 ，　　　　　・　’鮮ご
　　　　　　一べ蕪野篇猷　　　斌
　　　　．㌧環羅騨謎
　　▲53年宮城県沖地震

白烹騨ゼ鞭．蜘
、‘へ

軸響ロ縢論避躍

　　　　　　　”　蘭　1亀
　　　　　　　　　　　　　　ざ

　　 』．．＿坦壁一当躍

置墨璽一崩丁π7．、』1麿
　▲54年健康センターオープン

▲57年東北新幹線白石蔵王駅開業▲57年第8回日本シャンボリー南蔵王で開催

　
　
　
　
　
．
、
　
郵
r

i
膝
藍
響

㌧
』

19



　　　　　　記念カメラの目

　　　　㌧一』馳．乱へ．、
ノ’

ア　＝＝一

　メインテーマ

▲健康づくり　（ラジオ体操）

てゴロ　　　　　け　ハず

・
曜

胃β・7

欝i謹．

▲農林業を考える（農業祭）

　　　▲まちづくり　1シンボシウム1

　　　　　　へ　ぺ

　　　▲コミュニティーづくり（体育大会）

、．　勘
、の論［　　『

’蓼

　　▲交通を考える（市民号〉
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